
J
町

』
い

n
乙

4 2バ
p

り四作人ぐ
4 3

報
告
研
究学

育
大
知
教愛

『
三

河

物

語
』
の

文

体

文
語
体
と
口
語
体
-

は

じ

め

に

「
文
体
」
と
は
何
か
。
『
国
語
学
辞
典
』
(
国
語
学
会
編
・
昭
3
0
・
8
)

の
「
文

体
」
の
項
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

文
章
は
同
じ
よ
う
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
も
、
そ
の
記
載
形
式
・
語
彙
・

語
法
・
修
辞
な
ど
の
差
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
違
っ
た
印
象
を
読
者
に
与

え
る
。
そ
の
印
象
の
差
に
よ
っ
て
文
章
表
現
を
幾
つ
か
の
型
に
分
け
た
時
、

そ
れ
ぞ
れ
の
型
を
文
体
と
呼
ぶ
。
型
に
分
け
る
基
準
は
一
定
で
は
な
い
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
文
体
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
主

な
も
の
は
、
�
記
載
形
式
か
ら
、
漢
文
体
・
宣
命
体
・
東
鑑
体
な
ど
。
㈲

語
彙
・
語
法
か
ら
、
候
文
体
・
和
文
体
・
漢
文
直
訳
体
・
文
語
体
・
口
語

体
な
ど
。
修
辞
上
か
ら
、
散
文
体
・
韻
文
体
・
四
六
駢
儷
体
な
ど
が
普

通
に
言
わ
れ
る
。
(
8
1
7
頁
)

本
稿
で
三
河
物
語
の
文
体
を
考
え
る
場
合
に
は
、
主
と
し
て
右
の
㈲
語
彙
・

語
法
か
ら
、
候
文
体
・
和
文
体
・
漢
文
直
訳
体
・
文
語
体
・
口
語
体
な
ど
の
観

点
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

三
河
物
語
の
文
体
に
関
す
る
こ
と
し
て
は
、
既
に
『
三
河
物
語
・
葉
隠
』
豆

本
思
想
体
系
2
6
)

の
解
説
に
お
い
て
、
大
塚
光
信
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

宇
都
宮
睦
男

日
本
文
化
選
修
)

ら
れ
る
。
以
上
要
す
る
に
、
三
河
物
語
は
、
i
当
時
の
文
を
綴
る
際
の
基
準
で
あ
っ

た
文
語
に
の
っ
と
っ
て
書
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
‥
1
1
�
表
記
面
で
は
、
片
仮
名
・
平
仮

名
混
用
と
難
漢
字
使
用
お
よ
び
三
点
濁
点
が
ほ
ぼ
正
確
に
全
巻
に
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
特
異
性
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
口
頭
語
の
実
態

を
文
字
面
に
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
る
。
㈲
語
法
面
で
は
、
口

語
化
形
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
混
在
さ
せ
て
い
る
の
二
点
に
特
徴
か
お
り
、

そ
こ
に
興
趣
が
そ
そ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
6
5
5
上
四
頁
)

と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
氏
は
、
語
法
上
の
特
色
と
し
て
、
注
目
す
べ

き
こ
と
が
ら
を
箇
条
的
に
あ
げ
て
い
ら
れ
る
(
日
~
胴
頁
)
。

㈲
単
独
の
文
の
主
格
助
詞
と
し
て
ガ
が
あ
ら
わ
れ
る
か
。
㈲
文
の
終
止
に

用
い
ら
れ
る
の
は
連
体
形
か
。
㈲
コ
ソ
に
対
す
る
活
用
語
の
結
び
は
已
然

形
以
外
の
形
か
。
一
・
二
段
用
語
の
ベ
シ
・
マ
ジ
ヘ
の
接
続
が
未
然
形

か
終
止
形
か
。
㈲
タ
リ
・
ナ
リ
の
連
体
形
の
形
に
変
化
が
見
ら
れ
る
か
。

倒
助
動
詞
ダ
の
存
在
。
㈲
二
段
活
用
が
一
般
化
し
て
い
る
か
。
㈲
八
行
四

段
動
詞
の
音
便
形
。
(
形
容
詞
連
用
形
の
音
便
形

こ
れ
ら
は
、
口
語
化
形
を
示
す
も
の
(
㈲
~
㈲
)
と
東
国
語
の
例
と
さ
れ
る

二
I
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j
n
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男睦宮都字

も
の
(
倒
~
(
)
と
で
あ
っ
て
、
該
当
例
を
二
圭
二
例
ず
つ
あ
げ
て
い
ら
れ
る
。

し
か
し
、
氏
も
「
勿
論
こ
の
形
が
多
数
を
占
め
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
基
調

を
な
す
文
語
の
な
か
に
僅
か
に
口
語
化
形
が
露
呈
し
て
い
る
と
見
な
す
べ
き
で

あ
る
。
」
(
則
頁
)
と
こ
と
わ
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
の
各
項
に
該
当
す
る

用
例
を
全
て
あ
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
又
、
こ
れ
は
語
法
上
の
特
色
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
体
に
つ
い
て
の
言
及
で
は
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
語
法
上
、
特
色
の
あ
る
も
の
を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
て
、

そ
の
用
例
を
全
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
口
語
化
形
以
外

の
も
の
(
文
語
形
)
も
調
査
し
て
、
そ
の
比
率
も
調
べ
て
み
る
。
又
、
三
河
物

語
の
文
体
と
い
う
場
合
、
大
き
く
は
文
語
体
と
口
語
体
と
の
要
素
が
混
在
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
文
語
体
に
つ
い
て
は
、
更
に
漢
文
訓
読
体
、
変
体
漢

文
体
、
和
文
体
な
ど
の
要
素
に
分
け
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
だ
調
査

の
途
中
で
あ
っ
て
、
全
て
の
調
査
を
終
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
稿
は
そ

の
中
間
報
告
と
い
う
形
で
あ
る
。

一
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句

こ
の
「
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句
」
と
い
う
の
は
、
小
林
?
草
氏
「
中

世
口
語
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句
」
(
『
国
語
学
』
9
4
、
昭
4
8
・

9
)
に
お
け
る
「
必
然
確
定
条
件
句
を
構
成
す
る
」
と
い
う
意
味
合
い
の
も
の

で
あ
る
が
、
「
已
然
形
＋
バ
」
の
場
合
は
「
偶
然
確
定
条
件
句
」
を
除
い
た
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
河
物
語
に
み
ら
れ
る
条
件
句
の
種
類
・
用
例
数
・
使
用
率
・
会
話
・
地
の

文
で
の
別
を
示
す
と
、
〔
表
□
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
三
河
物
語
に
み
ら
れ
る
条
件
句
の
種
類
は
、
用
例
の
多
い

順
に
並
べ
る
と
、
「
バ
ー
ア
イ
ダ
ー
ユ
ヱ
ー
ヲ
モ
ッ
テ
ー
ホ
ド
ニ
ー
ニ
ョ
ッ
テ
ー

ニ
」
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
漢
文
訓
読
体
に
用
い
ら
れ
る
条
件
句
は
四
「
ヲ
モ
ッ

〔
表
し
三
河
物
語
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
す
条
件
句

一
二

テ
」
で
あ
り
、

変
体
漢
文
体
に

用
い
ら
れ
る
も

の
は
�
「
ア
イ

ダ
」
で
あ
り
、

和
文
体
に
用
い

ら
れ
る
も
の
が

O
「
バ
」
、
�
「
ユ

ヱ
」
、
㈲
「
ホ
ド

ニ
」
お
よ
び
㈲

「
ニ
」
の
四
種

で
あ
る
。
右
の

六
種
は
漢
文
訓

読
体
・
変
体
漢

文
体
・
和
文
体

の
違
い
は
あ
っ

て
も
、
等
し
く
文
語
体
の
用
語
で
あ
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
、
O
目
曰

四
㈲
は
平
安
時
代
以
来
用
い
ら
れ
て
お
り
、
㈲
は
鎌
倉
時
代
以
来
用
い
ら
れ
て

い
る
。
又
、
こ
れ
ら
が
文
語
体
の
用
語
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
小
林
論
文
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
は
、
T
一
ヨ
リ
テ
」
に
比

べ
て
口
語
性
の
強
い
形
式
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
、
小
林
氏
は
述
べ
て
い

ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
も
、
「
原
因
・
理
由
を
表
す
条
件
句
」
と
い
う

観
点
か
ら
三
河
物
語
の
文
体
を
考
え
る
と
、
文
語
体
の
要
素
が
強
い
こ
と
が
伺

え
る
の
で
あ
る
。
又
、
会
話
文
と
地
の
文
と
の
区
別
で
は
、
�
「
ア
イ
ダ
」
が

会
話
文
に
特
別
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
他
、
他
の
も
の
も
そ
れ
よ
り
は
低
率

で
は
あ
っ
て
も
、
平
均
し
て
2
0
%
台
は
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
文
語
体

一
9
J
9
J
n
乙一



文体の物語三河

の
条
件
句
が
会
話
文
中
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
三
河
物
語
の
会
話
文

は
純
粋
の
口
語
体
で
は
な
く
、
地
の
文
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
文
体
体
の

要
素
が
混
じ
っ
て
お
り
、
会
話
文
と
地
の
文
で
の
文
体
的
差
異
は
少
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
右
に
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
、
次
に
は
各
条
件
句
の
上
接
語

を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
�
フ
ハ
」
の
上
接
語
に
つ
い
て
は
、
動
詞
で
は
敬
語
に
関
十
る
も
の

が
多
い
。
「
候
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
が
多
い
。
(
用
例
下
の
②
は
会
話

文
、
⑩
は
地
の
文
)

-

○
長
親
ヱ
御
ホ
ウ
カ
ウ
の
筋
目
ハ
、
何
れ
卜
申
モ
道
前
に
候
ヱ
バ
、
(
3
6
)

②

○
御
馬
ガ
ハ
ナ
レ
テ
人
声
高
候
ヱ
バ
、
父
之
大
蔵
ヲ
御
セ
イ
バ
イ
カ
ト
心
得

て
、
(
6
9
)
⑩

こ
の
「
候
」
に
っ
い
て
は
、
土
井
・
森
田
『
新
訂
国
語
史
要
説
』
(
昭
5
0
・
3
)

に
、
前
代
(
中
古
=
筆
者
注
)
か
ら
あ
る
「
候
」
は
、
こ
の
期
(
中
世
=

筆
者
注
)
に
は
い
っ
て
、
「
侍
り
」
に
代
わ
っ
て
丁
寧
語
の
動
詞
・
補
助
動

詞
と
し
て
盛
ん
に
使
わ
れ
た
。
し
か
し
、
未
期
の
一
般
の
口
語
に
は
使
わ

れ
な
く
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
書
簡
の
用
語
と
し
て
固
定
し
た
。
(
勁
頁
)

と
あ
っ
て
、
三
河
物
語
の
時
代
に
は
文
語
に
な
っ
て
い
た
。

次
に
、
「
給
ふ
」
も
、
本
動
詞
・
補
助
動
詞
と
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
は
院

政
時
代
頃
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
見
ら
れ
な
く
な
る
(
中
田
祝
夫
『
古

語
大
辞
典
』
)
。

○
源
氏
之
ち
ゃ
く
く
に
わ
た
ら
せ
給
ヘ
バ
、
是
に
マ
ン
ダ
ル
、
ゾ
ク
シ
十
ウ

ナ
シ
。
(
2
4
)
⑩

o
度
々
の
高
名
、
ナ
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
タ
ル
者
供
ヲ
モ
タ
セ
給
ヱ
バ
、
カ
レ
ガ

出
~
中
々
敵
ヲ
ア
タ
リ
ヱ
寄
付
事
、
思
不
い
寄
ハ
タ
ラ
キ
ケ
レ
バ
、
(
2
8
)

培
次
に
、
「
申
す
」
は
「
助
ケ
申
サ
ム
ズ
ル
」
(
延
慶
本
平
家
、
五
本
)

の
よ
う

に
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
、
鎌
倉
期
に
栄
え
た
。
し
か
し
、

室
町
期
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
ず
、
書
簡
の
用
語
に
固
定
し
た
(
国
語
史
要

説
・
1
3
9
頁
)
と
あ
る
の
で
、
三
河
物
語
の
時
代
に
は
文
語
で
あ
る
。

○
其
帰
り
に
勝
頼
ハ
、
あ
す
け
の
く
ち
へ
御
は
た
ら
き
有
と
申
せ
バ
、
上
様

ハ
あ
す
け
へ
御
陳
立
有
(
2
5
0
)
⑩

○
是
寄
ハ
敵
を
あ
と
に
し
て
、
引
の
き
申
せ
ば
、
先
(
づ
)
上
様
の
か
せ
ら

れ
給
へ
。
(
2
7
1
)
②

次
に
、
「
御
座
ア
ル
」
は
室
町
期
の
形
で
あ
っ
て
、
近
世
は
「
ゴ
ザ
ル
」
が
一

般
で
あ
る
。
従
っ
て
、
三
河
物
語
の
「
御
座
ア
ル
」
は
文
語
と
な
る
。

○
信
忠
卿
は
御
ソ
ウ
レ
ウ
シ
キ
ニ
テ
御
座
ア
レ
バ
、
案
祥
ヲ
譲
セ
ラ
レ
給

ふ
。
(
3
7
)
②

又
、
そ
の
丁
寧
体
の
「
御
座
候
」
は
「
候
」
が
付
い
て
い
る
分
、
前
の
「
候
」

の
項
に
準
じ
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
三
河
物
語
の
時

代
に
は
書
簡
用
語
と
考
え
ら
れ
る
。

○
仰
出
シ
モ
無
御
座
候
ヱ
バ
。
此
方
寄
中
上
候
ヱ
バ
。
帰
而
ア
ヤ
マ
リ
有
に

似
リ
ト
存
知
。
(
6
8
)
②

○
何
時
も
あ
の
ご
と
く
に
御
座
候
ら
ヘ
バ
。
少
身
成
。
(
2
4
3
)
②

次
に
、
「
ヲ
ハ
シ
マ
ス
」
は
、
そ
の
類
語
「
オ
ハ
ス
」
が
中
世
以
降
し
だ
い

に
文
語
化
す
る
(
古
語
大
辞
典
)
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
に
準
じ
て
「
オ

ハ
シ
マ
ス
」
も
三
河
物
語
の
時
代
に
は
文
語
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

○
次
男
に
而
ヲ
ワ
シ
マ
セ
バ
。
内
前
殿
ヲ
御
代
に
立
申
。
信
忠
ヲ
バ
に
置

申
サ
ン
ド
云
人
多
シ
。
(
3
6
)
②

○
只
今
之
御
主
ヽ
廣
忠
ハ
/
御
慈
悲
の
フ
カ
ク
ヽ
御
と
ブ
ヤ
御
心
安
(
ク
゛

ア
レ
、
(
1
4
0
)
②

次
に
、
「
ア
ン
マ
ス
」
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
、

漢
文
訓
読
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
二

一

ｎ
乙
り
a
n
乙一

一



男睦宮都宇

‐
「
バ
」
の
上
接
語
(
5
7
9
例
)

(
用
例
数
の
下
の
(

)
内
の
数
字
は
会
話
文
で
の
用
例
数
。
以
下
同
)

二
四

�
「
間
」
の
上
接
語
(
7
7
例
)

目
「
故
」
の
上
接
語
(
4
3
例
)
㈹

A
剛
「
連
体
形
-
故
」
型
の
上
接
語
(
8
例
)

一12
3
一



作の}Ｅ

A
閃
「
連
体
形
-
故
-
ニ
」
型
の
上
接
語

(
1
2
例
)

A
倒
「
連
体
形
-
故
-
ニ
ヨ
リ
テ
」
型
の
上

接
語
(
2
例
)

A
㈲
「
連
体
形
-
故
-
ヲ
モ
ッ
テ
」
型
の
上

接
語
(
2
例
)

Ａ
㈲
「
連
体
形
―
故
-
ナ
リ
」
型
の
上
接
語

(
7
例
)

B
②
「
ノ
ー
故
-
ナ
リ
」
型
の
上
接
語
~

例
)

B
圓
「
ノ
ー
ガ
ー
故
-
ニ
」
型
の
上
接
語
(
3

例
)

Ｃ
閃
「
其
-
故
-
ハ
」
型
の
上
接
語
(
1
例
)

E
田
「
体
言
-
故
-
ニ
」
型
の
上
接
語
(
7

例
)

四
「
ヲ
モ
ッ
テ
」
の
上
接
語

(
1
9
例
)

㈲
「
程
ニ
」
の
上
接
語
(
1
5
例
)

二
五

一
〇n
j
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男睦宮都宇

因
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
の
上
接
語
(
1
2
例
)

㈲

「
ニ
」
の
上
接
語
(
―
例
)

(
注
)
「
故
」
の
上
接
語
の
分
類
は
、
拙
稿

「
自
筆
本
「
三
河
物
語
」
の
「
故
」

の
読
み
方
に
つ
い
て
」
(
末
発
衣
)
の

分
類
に
よ
る
。

動
詞
「
ま
す
(
坐
)
」
を
重
ね
た
も

の
。
「
ま
す
(
坐
)
」
よ
り
も
敬
意

が
強
く
、
中
古
で
は
、
神
仏
や
皇

族
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、
和
文
体
が
「
お
わ

し
ま
す
」
「
お
わ
す
」
を
多
用
す
る

の
に
対
し
、
こ
れ
は
、
漢
文
訓
読

体
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

「
~
~
~
・

ギ
ャ
ク

○
廣
忠
之
御
座
御
座
バ
。
逆
成
儀

成
。
(
8
3
)
⑩

以
上
、
「
バ
」
の
上
接
語
の
一
つ
で
あ

る
動
詞
の
う
ち
、
主
と
し
て
敬
語
動
詞

に
つ
い
て
検
討
し
て
来
た
が
、
こ
れ
ら

は
全
て
三
河
物
語
の
時
代
に
は
文
語
で

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に
「
バ
」

の
大
部
分
が
付
い
て
い
る
こ
と
は
、

「
バ
」
自
体
が
三
河
物
語
の
時
代
に
は

文
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
は
、
先
の
小
林
論
文
で

「
バ
が
、
文
章
語
的
抄
物
の
一
つ
の
中

心
的
な
表
現
形
式
で
あ
っ
た
」
(
1
7
頁
)

と
い
う
指
摘
と
一
致
し
て
い
る
。

次
に
、
助
動
詞
を
見
て
み
よ
う
。
助
動
詞
は
国
語
史
的
に
消
長
の
は
げ
し
い

語
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
助
動
詞
の
大
部
分
は
中
世
ま
で
で
生
命
を
と

じ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
キ
、
ケ
リ
、
ザ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
ナ
リ
、
ベ
シ
、
マ

ジ
な
ど
で
あ
る
。
「
バ
」
が
助
動
詞
に
下
接
す
る
場
合
、
大
部
分
が
こ
の
よ
う
な

二
六

文
語
の
助
動
詞
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
バ
」
自
体
の
文
語
性
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
キ
〕
○
文
徳
天
王
。
御
年
三
十
に
し
て
御
ほ
う
ぎ
ょ
な
り
り
刎
バ
、
第
二
之

王
子
。
御
年
九
歳
に
て
。
御
ユ
ヅ
リ
ヲ
ウ
ケ
給
ふ
。
(
1
4
)
⑩

○
汗
い
河
之
。
牧
野
侍
蔵
ヲ
打
取
。
一
國
ヲ
力
夕
メ
給
ひ
訓
刮
で
す
之

〔
ヶ
リ
〕
○
其
身
者
勿
論
思
ひ
定
而
有
處
へ
。
御
使
有
ケ
レ
バ
。
如
二
存
知
・
ナ

レ
バ
。
驚
に
不
及
。
(
4
6
)
⑩

o
扨
其
後
。
岡
崎
ヲ
取
ン
ト
被
成
ケ
レ
バ
。
弾
正
左
衛
門
尉
殿
モ
。
ト
テ
モ

成
間
敷
ト
思
召
レ
。
(
5
0
)
⑩

「
ザ
リ
」
○
内
前
、
我
等
に
モ
、
殊
(
ノ
)
外
心
ヲ
置
而
、
入
番
之
者
、
ユ
ダ

-
・

ン
ヲ
セ
ザ
レ
バ
ヽ

○
我
ハ
弟
ナ
レ
供
、

ナ
ガ
ラ

ガ
タ
シ

思
ひ
乍
成
(
リ
)
難
、
(
9
9
)
②

-

一
度
も
別
心
ヲ
セ
ザ
レ
バ
、
上
座
に
可
有
(
圖
)
②

ア
ラ
ッ

シ
ッ

ー
一

フ
シ
ギ

〔
ツ
〕
○
御
身
モ
何
卜
力
荒
卜
、
不
審
に
思
ひ
ツ
レ
バ
、
十
思
議
に
思
ひ
立
給
ふ

事
、
返
々
モ
喜
敷
存
知
候
(
9
9
)
②

-

〔
ヌ
〕
○
人
目
モ
草
モ
。
カ
レ
ヌ
レ
バ
。
山
里
い
と
ゞ
サ
ビ
シ
キ
ニ
。
(
1
3
)
⑩

〔
ナ
リ
〕
○
我
老
人
之
事
ナ
レ
バ
、
タ
サ
リ
ヲ
シ
ラ
ズ
、
(
4
)
⑩

○
御
代
々
久
敷
者
ナ
レ
バ
。
イ
タ
ヅ
ラ
に
人
ヲ
ウ
シ
ナ
ハ
ン
寄
。
我
(
が
)

馬
之
先
に
而
打
死
ヲ
サ
セ
。
(
5
2
)
⑩

o
小
河
ハ
内
前
殿
ヽ
婿
ナ
レ
バ
。
定
而
小
河
寄
も
。
力
勢
モ
ヤ
可
有
(
6
6
)

②

〔
ベ
シ
〕
○
其
家
く
に
て
か
き
お
か
る
べ
け
(
れ
)
バ
。
我
々
ハ
。
我
が
家

之
筋
を
く
ゎ
し
く
か
き
お
く
成
。
(
3
9
5
)
⑩

○
其
さ
た
を
し
た
る
物
な
ら
バ
く
や
ミ
た
る
に
。
に
べ
け
れ
バ
。
か
な
ら
ず

さ
た
も
せ
ぬ
事
成
。
(
4
1
3
)
⑩

一
Q
J
n
乙
n
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作に皿うr

〔
マ
ジ
〕
○
此
儀
ヲ
聞
不
申
ハ
、
後
之
恨
限
有
間
敷
ケ
レ
バ
、

セ
申
成
、
(
9
4
)
②

御
身
計
に
聞

○
我
が
市
名
又
ハ
我
身
之
事
を
か
ゝ
す
ハ
(
、
)
子
共
之
か
っ
て
ん
も
十
ミ
中
間

敷
け
れ
バ
(
、
)
如
此
に
候
(
、
)
(
2
3
0
)
⑩

以
上
、
上
接
語
の
検
討
か
ら
も
、
「
バ
」
は
文
語
的
な
条
件
句
で
あ
る
と
い
え

次
に
、
�
「
間
」
の
上
接
語
を
検
討
す
る
。
ま
ず
動
詞
で
は
、
O
「
バ
」
同

様
に
、
「
候
」
「
中
」
な
ど
の
文
語
に
下
接
し
、
特
に
「
候
」
へ
の
下
接
が
多
く
、

「
間
」
が
変
体
漢
文
体
の
用
語
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
-

〔
候
〕
○
兄
に
而
候
人
ハ
、
少
(
シ
）
御
用
御
座
候
間
、
御
隙
入
候
ハ
ズ
ハ
、

少
度
御
出
ア
レ
、
(
9
4
)
②

○
某
　
目
懸
申
た
る
者
之
儀
に
て
御
座
候
間
。
哀
某
に
御
あ
づ
け
給
候
へ

(
2
4
7
)
②

-

〔
申
〕
○
我
等
計
ヲ
。
フ
カ
ク
ウ
タ
ガ
イ
申
間
。
久
敷
。
ノ
ブ
ル
ナ
ラ
バ
。
何

タ
ル
事
ヲ
カ
申
ベ
シ
。
(
8
7
)
②

―

○
越
前
衆
罷
出
申
間
、
合
戦
ヲ
可
被
成
(
m
)
②

三
河
物
語
の
文
体
の
一
つ
と
し
て
変
体
漢
文
体
の
要
素
が
存
す
る
こ
と
は
、

こ
の
「
間
」
の
接
続
助
詞
的
用
法
の
み
で
な
く
、
接
続
詞
「
然
ル
間
」
の
用
例

に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
。
三
河
物
語
に
は
、
こ
の
「
然
ル
間
」
と
い
う
変
体
漢
文

の
用
語
が
全
部
で
I
〇
八
例
み
ら
れ
る
。
(
こ
の
中
、
会
話
文
中
の
例
は
二
言

○
然
る
間
。
松
平
之
郷
中
ヲ
出
さ
せ
給
ひ
而
。
岩
津
に
城
ヲ
取
せ
給
ひ
而
。

御
意
城
ト
シ
テ
。
ス
マ
セ
給
ふ
。
[
が
]
)
⑩

○
然
る
間
。
早
(
や
)
御
一
門
之
衆
も
。
我
々
に
成
而
。
シ
タ
ガ
イ
給
ふ
カ

ク
モ
。
ヲ
ワ
シ
マ
サ
ズ
。
(
3
6
)
⑩

○
然
(
ル
)
間
。
一
足
サ
ラ
ズ
。
戈
カ
ハ
セ
給
ふ
所
に
。
良
且
戈
給
ふ
が
。

多
之
疵
ヲ
カ
ウ
ム
リ
。
場
モ
サ
ラ
ズ
シ
テ
。
主
ジ
ウ
拾
二
三
人
打
死
ヲ
シ

給
ふ
。
(
5
5
)
⑩

○
然
(
る
)
間

此
度
ハ
、
我
等
ヲ
バ
、
重
(
ネ
)
而
の
タ
メ
に
タ
バ
イ
給

ヱ
。
(
9
9
)
②

○
然
(
る
)
間
、
御
別
心
ナ
ト
ヽ
申
儀
ハ
、
夢
々
思
ひ
モ
寄
ズ
、
(
1
2
5
)
②

次
に
、
助
動
詞
に
つ
い
て
も
、
O
「
バ
」
同
様
に
、
ケ
ル
、
ザ
ル
、
タ
ル
、

ツ
ル
、
ベ
キ
な
ど
の
中
世
ま
で
の
文
語
に
下
接
し
て
お
り
、
「
間
」
自
体
が
文
語

で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

〔
ケ
ル
〕
o
我
先
に
と
出
け
る
間
。
案
の
内
成
と
て
。
我
モ
く
と
乱
入
。
(
2
5
)

⑩

○
御
内
之
れ
き
く
ハ
。
お
ふ
か
た
に
げ
け
る
間
。
申
ぞ
こ
な
ひ
に
ハ
あ
ら

ず
。
(
m
)
②

〔
ザ
ル
〕
其
儀
に
あ
ら
ざ
れ
バ
。
我
等
の
ぼ
り
申
事
な
ら
刮
抑
間
。
偏
に
頼
入

(
3
2
8
)
②

o
早
(
や
)
な
ら
ざ
る
間
。

こ

み
孫
七
郎
が
人
に
す
ぐ
れ
て
は
し
り
出
。
(
m
)

⑩

〔
タ
ル
〕
○
し
場
ヲ
取
タ
ル
間
。
此
方
之
勝
(
3
4
)
②

○
未
(
だ
)
ゑ
じ
り
之
城
を
も
ち
て
い
た
る
間
。
此
城
々
を
お
さ
め
て
。
(
2
8
4
)

⑩
d
新
九
郎
ヲ
初
。
所
勢
供
モ
。
モ
テ
ア
ッ
カ
イ
ダ
フ
ゼ
イ
成
。
(
2
9
)
⑩

〔
ツ
ル
〕
○
只
今
迄
ハ
昔
之
て
っ
ほ
う
之
者
共
が
有
づ
糾
間
。
よ
く
心
得
而
人

之
云
事
お
も
き
ゝ
候
ら
ヘ
バ
。
(
m
)
②

〔
ベ
キ
〕
○
我
々
代
々
の
御
ち
う
せ
っ
が
排
と
可
成
訃
゜
其
儀
を
む
な
し
く
な

す
ま
じ
き
た
め
。
(
4
1
3
)
⑩

○
主
の
ば
ち
も
。
お
や
つ
の
ば
つ
も
あ
た
ら
ぬ
と
見
ぺ
刎
間
。
是
を
お
も
ヘ

バ
。
左
様
に
申
人
ハ
。
御
主
様
之
御
事
お
も
思
ひ
申
ま
じ
き
ハ
。
ひ
つ
ぢ
ゃ

う
成
。
(
4
1
4
)
⑩
)

二
七
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次
に
、
�
「
故
」
の
上
接
語
は
、
ま
ず
自
筆
本
三
河
物
語
の
「
故
」
字
は
「
ウ

こ
と
読
む
べ
き
場
合
が
あ
っ
て
、
以
下
は
こ
れ
ら
を
除
い
て
、
「
ユ
ヱ
」
と
読

む
も
の
に
限
っ
て
取
り
上
げ
る
。
A
出
「
連
体
形
-
故
」
型
の
上
接
語
の
場
合
、

動
詞
は
「
候
」
「
給
」
「
申
」
な
ど
の
文
語
に
下
接
し
て
い
る
。

〔
候
〕
○
吉
田
河
ヱ
ヲ
ヒ
ハ
メ
候
故
。
清
康
ト
。
内
前
跡
寄
懸
ラ
セ
給
ヱ
バ
。

(
6
1
)
⑩

-

o
同
(
に
)
ご
と
く
に
候
う
故
。
さ
て
ハ
さ
ヽ
ゑ
申
た
る
か
。
(
4
2
3
)
⑩

タ
ヶ
ク
ハ
タ
ラ
ー
・

ヒ
ト

ジ
ヒ

〔
給
〕
○
御
武
邊
武
渡
セ
給
ふ
故
。
一
シ
ホ
。
御
慈
悲
ヲ
被
成
。
御
哀
み
。
御

情
ヲ
懸
サ
セ
給
ひ
而
。
(
5
2
)
⑩

情
ヲ
懸
サ
セ
給
ひ
而
。
(
5
2
)
⑩

o
義
元
ヲ
ヅ
打
取
剔
1

ヽ
芙
永
夥
ム
ヅ
剛
物
ナ
ラ
バ
ヽ
扇
)
⑩

〔
申
〕
○
七
昧
キ
セ
ウ
ヲ
三
度
が
セ
副
弩
ユ
ダ
ン
ヲ
シ
テ
扶
置
申
事

悔
敷
口
惜
無
念
成
、
(
1
0
8
)
⑨

又
、
助
動
詞
は
シ
、
タ
ル
な
ど
の
文
語
に
下
接
し
て
お
り
、
や
は
り
「
故
」

自
体
が
文
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

T
ン
〕
○
今
明
日
野
儀
も
不
存
候
ら
ヘ
シ
故
。
于
今
に
も
む
な
し
く
罷
成
候
ら

ぐ
。
(
4
2
4
)
⑩

〔
タ
ル
〕
○
軍
兵
供
。
早
セ
イ
キ
が
。
キ
レ
テ
。
何
ト
シ
テ
モ
。
ツ
カ
レ
タ
ル

挺
。
其
ヲ
引
ノ
ケ
。
八
萩
河
ヲ
前
に
ア
テ
、
。
御
旗
ヲ
立
給
ふ
。
(
3
4
)
⑩

A
悶
「
連
体
形
-
故
-
ニ
」
型
の
上
接
語
に
も
、
動
詞
は
「
候
」
「
申
」
、
助

動
詞
は
シ
、
ザ
ル
、
タ
ル
な
ど
の
文
語
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
「
故
」
自
体

の
文
語
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

-
~
・

ト
リ
ヒ
ロ
ゲ

〔
候
〕
○
能
御
普
代
ヲ
モ
タ
セ
ラ
レ
候
う
故
に
。
ツ
ヽ
ガ
ナ
ク
。
取
廣
サ
セ
給

ひ
而
。
(
2
7
)
⑩

゜
゜

1

〔
申
〕
○
某
も
。
殊
(
の
)
外
せ
き
申
故
に
。
(
中
略
)
と
中
上
た
る
儀
ハ
。
心

之
外
の
儀
成
。
(
3
7
4
)
⑩

〔
シ
〕
○
陳
屋
ヱ
ク
ツ
ロ
ゲ
シ
故
に
。
ゐ
合
ズ
シ
テ
・
(
7
0
)
②

二
八

〔
ザ
ル
〕
o
火
を
か
け
ざ
る
故
に
。
城
寄
し
た
い
て
出
る
・
(
m
)
⑩

〔
タ
ル
〕
○
普
代
之
者
ヲ
持
タ
ル
故
に
。
日
本
國
が
ウ
ゴ
キ
ヲ
。
拾
万
廿
万
騎

に
而
。
倚
供
。
(
4
7
)
②

○
御
身
に
昔
目
を
懸
申
た
る
故
に
あ
づ
か
り
て
。
ら
く
に
お
き
申
成
。
(
2
4
7
)

②

A
圓
「
連
体
形
-
故
-
ニ
ョ
リ
テ
」
型
の
上
接
語
も
「
給
ふ
」
「
去
(
ざ
る
)
」

な
ど
の
文
語
で
あ
る
。

〔
給
〕
o
仁
田
之
内
。
徳
河
之
郷
中
に
お
ハ
し
ま
し
給
ふ
故
に
寄
而
。
徳
河
殿

と
奉
申
キ
。
(
1
7
)
⑩ジ
ヒ

・

一

・

イ
ケ

〔
去
(
ざ
る
)
〕
○
心
に
慈
悲
ヲ
モ
タ
去
故
に
仍
、
打
死
の
場
に
而
、
生
取
レ
而
、

腹
ヲ
切
タ
ル
儀
ハ
、
(
1
5
4
)
⑩

A
㈲
「
連
体
形
-
故
-
ヲ
モ
ッ
テ
」
型
の
上
接
語
も
「
去
」
「
ケ
ル
」
な
ど
の

文
語
で
あ
る
。

ザ
ル

「
川
●
●
一
一
一
・

〔
去
〕
○
其
故
我
等
ト
ヾ
力
石
故
ヲ
モ
ツ
テ
、
人
迄
ソ
コ
ナ
フ
ト
イ
ハ
レ
ン
事

モ
迷
惑
、
(
1
1
3
)
②

〔
ケ
ル
〕
○
口
も
ん
ど
う
を
し
た
り
け
る
故
を
も
っ
て
。
坂
井
左
衛
門
督
殿
ハ

(
中
略
)
と
被
申
候
う
。
(
2
9
5
)
⑩

A
㈲
「
連
体
形
-
故
-
ナ
リ
」
型
の
上
接
語
も
「
給
ふ
」
「
タ
ル
」
な
ど
の
文

語
、
お
よ
び
形
容
詞
の
「
タ
ヶ
キ
」
「
ツ
ヨ
キ
」
な
ど
の
非
音
便
形
を
用
い
て
い

る
点
も
文
語
性
を
示
し
て
い
る
。

〔
給
〕
○
御
普
代
ヲ
持
せ
給
ふ
故
成
。
(
5
3
)
⑩

〔
タ
ル
〕
○
五
百
三
百
に
而
モ
。
戮
而
懸
ン
ト
思
ひ
シ
ハ
。
カ
レ
ラ
ヲ
持
タ
ル

故
成
。
(
4
7
)
②

-

○
我
等
が
か
ら
か
い
申
た
る
故
成
。
(
4
0
7
)
⑩

〔
タ
ヶ
キ
〕
○
是
卜
申
モ
。
第
一
御
武
邊
。
武
故
成
。
(
5
3
)
⑩

(
運
)

一

一

〔
ツ
ヨ
キ
〕
○
是
モ
上
様
之
御
言
の
ツ
ヨ
キ
故
成
。
(
1
8
8
)
⑩

一
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文体の物語三河r

以
上
の
よ
う
に
、
A
「
連
体
形
-
故
」
型
で
は
、
上
接
語
の
観
点
か
ら
も
「
故
」

自
体
が
文
語
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

次
に
、
B
閃
「
ノ
ー
故
-
ナ
リ
」
型
の
上
接
語
は
名
詞
(
「
七
枚
起
請
」
)
で
、

特
に
文
体
と
は
か
か
わ
ら
な
い
。

-
●

一

・

I

コ
ト
バ

○
七
昧
キ
セ
ウ
ノ
故
ナ
レ
バ
。
サ
ナ
ガ
ラ
詞
に
ハ
不
い
被
い
出
、
(
9
3
)
②

次
に
、
B
閣
「
ノ
ー
ガ
ー
故
-
ニ
」
型
の
上
接
語
も
「
ノ
」
の
場
合
は
、
名

詞
(
「
方
々
し
で
文
体
と
は
か
か
わ
ら
な
い
。

-

o
方
々
の
故
に
有
(
り
)
つ
る
ぞ
(
2
3
2
)
②

し
か
し
、
「
が
」
の
場
合
は
、
「
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
」
と
い
う
一
語
の
接
続
詞
と

も
見
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
古
語
大
辞
典
』
に
、

古
く
は
漢
文
訓
読
の
語
で
、
和
文
で
は
、
「
さ
れ
ば
」
な
ど
を
用
い
る
。
類

聚
名
義
抄
で
は
、
「
為
」
「
故
」
「
肆
」
に
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
の
訓
を
施
し
て
い

る
。
中
世
以
後
は
和
文
に
も
み
え
て
く
る
が
、
日
葡
辞
書
に
文
書
語
と
注

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
改
ま
っ
た
感
じ
の
文
章
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

と
あ
っ
て
、
三
河
物
語
の
時
代
に
、
「
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
」
が
文
章
語
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

削
川
か
ふ
ヤ
ー
ト
ゥ
ダ
イ
ソ
ウ
ブ
ン
ク
ハ
ウ
テ
ィ
キ
ズ

セ
ン
シ

(
賞
)

○
故
。

常
大
宗
文
皇
帝
ハ
。
疵
ヲ
す
い
。
戦
士
を
し
や
う
じ
。
(
6
)
⑩

レ
パ

ふ
ぐ

-

o
か
る
が
故
に
。
慶
長
八
年
諺
。
五
月
五
日
に
京
と
を
御
出
馬
被
成
而
。

(
3
4
8
)
⑩

次
に
、
C
②
「
其
-
故
-
ハ
」
型
の
上
接
語
は
、
特
に
文
体
と
は
か
か
わ
ら

な
い
。
○
其
故
ハ
。
軍
の
習
者
シ
ラ
レ
ズ
。
此
上
若
味
方
打
負
タ
ラ
バ
。
城
迄
ト
ラ

ル
ベ
シ
。
(
8
0
)
②

終
り
に
、
E
剛
「
体
言
-
故
-
ニ
」
型
の
上
接
語
は
体
言
で
あ
る
が
、
特
に

文
体
と
は
か
か
わ
ら
な
い
。

○
相
國
御
じ
ひ
故
。
四
度
迄
ハ
御
ゆ
る
さ
れ
被
成
け
れ
共
。
(
3
5
2
)
⑩

○
相
國
様
御
じ
ひ
に
て
・
御
せ
う
じ
き
故
に
。
天
道
之
御
目
ぐ
ミ
ふ
か
く
し

て
不
被
参
。
(
4
1
6
)
⑩

○
家
康
之
御
手
ガ
ラ
故
、
天
下
之
ホ
マ
レ
ヲ
取
(
2
1
4
)
⑨

以
上
、
「
故
」
の
上
接
語
に
つ
い
て
も
、
文
体
と
か
か
わ
っ
て
文
語
か
口
語
か

と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
殆
ど
全
て
文
語
で
あ
っ
て
、
「
故
」
自
体
の
文
語
た

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
四
「
ヲ
モ
ッ
テ
」
の
上
接
語
は
表
の
通
り
全
て
名
詞
で
あ
っ
て
、
特

に
文
体
と
は
か
か
わ
ら
な
い
。

-
・

・

●
●

ケ
ッ
イ
ク

○
人
は
一
言
を
も
っ
て
。
其
賢
愚
を
し
る
(
3
8
3
)
⑩

一
・

e
・

ス
ナ
ハ
チ

○
家
康
之
御
い
き
お
ひ
一
つ
を
も
っ
て
。
即
程
な
く
の
り
付
け
る
。
(
3
0
8
)

⑩

○
左
衛
門
督
殿
口
き
き
を
も
っ
て
。
二
度
敵
に
な
し
た
る
(
昂
)
②

次
に
、
㈲
「
程
ニ
」
の
上
接
語
は
、
動
詞
で
は
特
に
文
体
と
は
か
か
わ
ら
な

い
が
、
助
動
詞
で
は
「
ケ
ル
」
と
い
う
文
語
に
下
接
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
程

ニ
」
自
体
も
文
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

1
・

ハ
ヤ

○
き
っ
て
か
か
る
程
に
。
早
一
二
之
手
を
き
り
く
づ
し
け
れ
バ
。
(
2
3
6
)
⑩

i

O
水
の
手
を
と
る
つ
る
べ
な
ハ
を
切
ほ
ど
に
。
な
ら
ず
し
て
城
を
わ
た
す
。

(
2
3
4
)
⑩

―

○
の
こ
ぎ
り
を
取
か
へ
く
ひ
き
け
る
ほ
ど
に
。
一
日
之
内
に
引
こ
ろ
す
。

(
2
6
2
)
⑩

-

○
我
お
と
ら
じ
と
か
け
け
る
程
に
。
か
に
へ
と
申
ハ
。
し
ほ
之
さ
し
引
(
き
)

の
處
な
れ
バ
。
(
3
0
8
)
⑩

次
に
、
因
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
の
上
接
語
は
、
名
詞
に
関
し
て
は
、
「
故
」
が
文
語

で
あ
る
こ
と
は
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

二
九

一

r
n
)

n
乙

9
乙
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男睦宮都宇

ジ
ヒ

・

●

｝
I

イ
ヶ

○
心
に
慈
悲
ヲ
モ
タ
去
故
に
仍
、
打
死
の
場
に
而
、
生
取
レ
而
ヽ
(
1
5
4
)
⑩

又
、
動
詞
で
は
「
給
ふ
」
が
文
語
ヽ
形
容
詞
で
は
「
つ
よ
き
」
と
い
う
非
音

便
形
が
○
徳

文
語
で
あ
る
。

河
泰
親
と
被
下
給
ふ
に
仍
。
早
國
中
之
侍
も
。
た
み
。
百
将
に
い
た

る
迄
も
。
ヲ
ソ
レ
ヲ
ナ
サ
ゞ
ル
者
ハ
ナ
シ
。
(
2
4
)
⑩

○
御
う
ん
の
つ
よ
き
に
よ
っ
て
。
御
ぜ
ん
之
出
る
時
。
御
し
き
だ
ひ
を
被
成

而
。
(
m
)
⑩

又
、
助
動
詞
で
は
「
ケ
ル
」
が
文
語
で
あ
る
。

○
早
ク
押
コ
ミ
テ
有
リ
、
更
バ
早
之
助
卜
付
ヨ
ト
被
仰
ケ
ル
に
仍
、
榊
原
、

早
之
助
ト
申
成
、
(
1
7
0
)
⑩

○
信
長
之
仰
に
ハ
、
(
中
略
)
と
仰
け
る
に
よ
っ
て
。
さ
か
い
へ
御
越
被
成
け

る
。
(
2
8
7
)
⑩

こ
の
「
ニ
ヨ
ッ
テ
」
は
「
ニ
ヨ
リ
テ
」
に
比
べ
て
口
語
的
性
格
の
も
の
と
、

小
林
論
文
に
は
さ
れ
て
い
る
が
、
三
河
物
語
で
は
、
む
し
ろ
文
語
に
下
接
し
て

い
て
、
上
接
語
文
語
、
条
件
句
口
語
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
。

文
語
体
の
中
に
口
語
が
混
じ
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
㈲
「
ニ
」
の
上
接
語
は
体
言
で
あ
っ
て
、
特
に
文
体
と
は
か
か
わ
ら

な
い
。
○
其
(
の
)
く
る
し
み
の
お
そ
ろ
し
さ
に
。
御
主
と
。
親
お
バ
大
事
に
し
て
。

(
4
1
4
)
⑩

以
上
、
条
件
句
に
ど
の
よ
う
な
語
が
上
接
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
が
、
㈲
「
ニ

ョ
ッ
テ
」
以
外
は
全
て
、
文
体
に
か
か
わ
る
上
接
語
の
場
合
は
文
語
で
あ
り
、

そ
れ
に
合
致
す
る
よ
う
な
文
語
体
の
条
件
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
「
二
ヨ
ッ
テ
」
の
み
は
、
上
接
語
文
語
、
条
件
句
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
は
口

語
的
性
格
の
も
の
と
い
う
よ
う
に
合
致
し
て
い
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ

て
、
上
接
語
の
調
査
か
ら
も
囚
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
以
外
の
条
件
句
は
全
て
文
語
で

あ
る
と
い
っ
て
矛
盾
は
な
い
。

三
〇

二
、
指
定
の
助
動
詞

本
節
で
は
、
指
定
の
助
動
詞
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に

よ
っ
て
、
三
河
物
語
の
文
体
を
考
え
て
み
た
い
。

三
河
物
語
に
み
ら
れ
る
指
定
の
助
動
詞
と
し
て
は
、
「
ナ
リ
」
「
候
」
「
ゾ
≒
御

座
ア
ル
」
「
御
座
候
」
「
ダ
」
の
六
種
が
み
ら
れ
る
。
夫
々
の
用
例
数
お
よ
び
会

話
文
、
地
の
文
で
の
用
例
数
を
調
べ
る
と
、
〔
第
一
表
〕
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
よ
る
と
、
前
節
の
条
件
句
の
上
接
語
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
ま

ず
、
文
語
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と

〔
第
一
表
〕
指
定
の
助
動
詞
の
用
例
数

作Jバ心匹心ぐI注ぐ

が
注
意
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
ナ
リ
」

は
上
古
以
来
の
指
定
の
助
動
詞

で
、
三
河
物
語
の
時
代
は
文
章
語

で
あ
り
、
「
候
」
は
鎌
倉
時
代
以
来

の
語
で
、
当
時
は
文
章
語
で
あ
る
。

こ
の
「
ナ
リ
」
と
そ
の
丁
寧
語
の

「
候
」
と
で
、
会
話
文
は
九
〇
・

二
%
を
占
め
、
又
、
地
の
文
は
九

七
・
六
%
を
占
め
て
い
る
。
全
体

と
し
て
も
九
三
こ
二
%
を
占
め
て

い
る
。

〔
ナ
リ
〕
o
代
々
に
。
戮
取
く

I
―
'

サ
キ

ス
ル
物
ナ
ラ
バ
。
先
給
代
之

内
ニ
ハ
。
カ
ナ
ラ
ズ
。
天
下

ヲ
オ
サ
メ
。
(
2
0
)
②

o
我
等
モ
、
我
一
類
の
事
ヲ
、

一

r
D
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乙
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-

如
北
書
而
、
子
供
に
渡
、
夢
々
門
外
不
出
可
有
成
、
(
4
)
⑩

〔
候
〕
○
其
儀
ハ
菟
モ
角
モ
。
其
儀
に
カ
マ
イ
不
申
候
。
(
2
0
)
②

○
山
中
ヲ
。
先
(
づ
)
切
取
セ
給
故
に
。
山
中
ヲ
モ
御
本
領
と
は
被
仰
候
成
。

(
5
0
)
⑩

指
定
の
助
動
詞
は
多
く
文
未
に
用
い
ら
れ
、
文
体
を
は
か
る
尺
度
に
使
わ
れ

る
こ
と
か
あ
る
が
、
こ
の
「
ナ
リ
」
と
「
候
」
と
い
う
指
定
の
助
動
詞
で
九
割

以
上
が
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
三
河
物
語
の
文

体
基
調
が
文
語
体
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
右
の
「
ナ
リ
」

「
候
」
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
候
」
「
ゾ
」
「
ダ
」
の
四

語
が
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

〔
御
座
ア
ル
〕
○
舛
取
ヲ
申
付
而
置
申
物
ナ
ラ
バ
。
我
等
之
ス
ギ
ア
イ
ホ
ド
之

儀
者
御
座
可
有
。
別
之
莅
モ
御
座
無
(
4
9
)
②

○
清
康
何
心
モ
無
シ
テ
御
座
有
處
ヲ
。
ヒ
ン
ヌ
イ
テ
切
害
中
。
(
6
9
)
⑩

〔
御
座
候
〕
○
御
意
無
供
。
見
懸
申
(
サ
)
バ
ヲ
リ
可
中
處
に
。
畏

御
座
候

(
4
5
)
②

○
御
主
ハ
何
ク
ニ
、
御
座
候
供
、
普
代
之
御
主
様
え
の
御
奉
公
ナ
レ
バ
、
(
回

⑩

-

〔
ゾ
〕
○
尾
張
ハ
今
に
い
た
っ
て
。
何
方
へ
お
ち
ゆ
く
ぞ
(
2
8
6
)
②
)
-

○
か
様
之
け
だ
物
だ
に
ぶ
ん
に
し
た
が
う
心
ハ
有
ぞ
と
よ
。
(
4
2
4
)
⑩

〔
ダ
〕
○
若
(
し
)
も
御
1

と
い
わ
れ
ゝ
バ
。
し
う
げ
ん
だ
が
。
い
わ
れ
ぬ
時

の
ぶ
し
う
げ
ん
ハ
の
。
(
2
6
0
)
②

し
か
し
、
前
二
者
は
室
町
時
代
語
で
あ
っ
て
、
三
河
物
語
の
時
代
に
は
既
に

文
章
語
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
S
る
と
、
後
二
者
の
み
が
当
時
の
口
語
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
〔
第
一
表
〕
に
よ
る
と
、
「
ゾ
」
は
会
話
文
で
主
と
し
て
用
い

ら
れ
、
こ
の
語
が
口
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
河
物
語
で
は
、
同

じ
会
話
文
の
中
で
も
、
目
上
に
対
し
て
丁
寧
に
表
現
す
る
時
は
「
候
」
を
用
い
、

同
輩
又
は
目
下
に
対
し
て
ぞ
ん
ざ
い
に
表
現
す
る
時
は
「
ゾ
」
を
用
い
る
と
い

う
よ
う
に
、
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。
又
、
「
ダ
」
は
、
東
国
語
の
特
色
を
示
す

語
で
あ
る
が
、
三
河
物
語
で
は
、
前
掲
の
会
話
文
で
の
用
例
が
I
例
み
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
。
妻
が
夫
に
言
っ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
し
か
も
、
夫
を
非
難

し
て
い
る
所
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
ぞ
ん
ざ
い
な
言
い
方
か
又
は
、
常
体
的
な

表
現
の
語
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
も
、
期
待
さ
れ
た
東
国
語
の
「
ダ
」
は
僅
か
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、

室
町
時
代
語
の
特
色
を
示
す
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
候
」
の
用
例
も
少
な
く
、
大

部
分
は
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
語
の
「
ナ
リ
」
「
候
」
で
あ
っ

て
、
こ
れ
が
三
河
物
語
の
基
本
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
「
ゾ
」

は
ぞ
ん
ざ
い
な
指
定
に
変
質
し
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
、
指
定
の
助
動
詞
か
ら
み
て
も
、
三
河
物
語
の
文
体
が
文
語
体
を
基
調

と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
に
口
語
(
俗
語
)
が
一
部
混
入
し
て
い
る

程
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
、
そ
の
他
の
助
詞
・
助
動
詞

前
節
の
調
査
に
よ
っ
て
、
指
定
の
助
動
詞
の
場
合
、
「
ナ
リ
」
「
候
」
の
文
語

が
殆
ど
で
あ
っ
て
、
三
河
物
語
の
文
体
基
調
が
文
語
体
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
の
も
の
と
し
て
、
三
河
物
語
に
は
「
う

ず
」
が
な
く
、
フ
ノ
ト
ス
」
「
ン
ズ
」
の
み
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
室
町

未
期
の
口
語
「
う
ず
」
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
用
例
が
多
い
が
、
こ
の
「
う
ず
」

に
つ
い
て
は
、
『
古
語
大
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

助
動
詞
「
う
」
が
「
む
」
か
ら
成
立
し
た
と
同
様
な
過
程
を
経
て
、
助
動

詞
「
む
ず
」
か
ら
成
立
し
た
も
の
。
室
町
時
代
に
「
う
」
と
共
に
多
用
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
急
激
に
勢
力
を
失
い
消
滅
す
る
(
一
部
方
言
に

「
ず
」
と
し
て
残
る
)
。
終
止
形
・
連
体
形
は
、
マ
つ
す
」
「
う
ず
る
」
の
併

三
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用
が
長
く
、
消
滅
直
前
ま
で
続
く
。
そ
の
推
移
に
つ
い
て
は
断
定
し
が
た

い
点
が
な
お
多
い
。
(
下
略
)

三
河
物
語
に
「
う
ず
」
(
室
町
未
の
口
語
)
が
な
く
、
「
ン
ト
ス
」
「
ン
ズ
」
の

み
で
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
三
河
物
語
の
文
体
の
文
語
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
ま
ず
、
「
ム

○
傅
蔵
モ
塘
ヱ
押

「
ム
ト
ス
」
の
用
例
は
次
の
四
例
で
あ
る
。

・
塘
ヱ
押
上
ン
ト
ス
。
(
5
9
)
⑩

○
小
豆
坂
え
ア
ガ
ラ
ン
ト
ス
ル
處
に
而
、
鼻
合
ヲ
シ
テ
、
互
に

J

洞
天
シ
ヶ

(
動
転
)

○
帰
り
チ
十
ウ
ギ
ヲ
シ
テ
、
信
長
ヲ
打
セ
ン
ト
ス
、
(
2
1
5
)
⑩

-

○
二
三
本
に
て
平
助
か
や
り
を
か
ら
み
て
な
げ
け
れ
バ
。
な
お
し
て
つ
か
ん

と
す
る
間
に
打
と
お
る
。
(
3
1
5
)
⑩
)

「
ム
ズ
」
の
用
例
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

○
其
儘
押
ツ
メ
給
ハ
ヾ
駿
河
迄
モ
取
給
ハ
ン
ズ
レ
供
、
信
長
ハ
、
ツ
ヨ
ミ

(
1
3
7
)
⑩

E

m

ヲ
ヲ
サ
セ
ラ
レ
給
去
人
ナ
レ
バ
、
(
1
6
5
)
⑩

三
郎
が
命
さ
へ
な
が
ら
ヘ
バ
。
汝
が
命
を
も
も
ら
ハ
ん
す
れ
供
。
左
衛
門

督
が
さ
ゝ
へ
の
故
ハ
。
何
と
し
て
も
成
間
敷
に
。
(
2
7
3
)
②

「
ム
ズ
」
よ
り
更
に
古
い
形
の
「
ム
ト
ス
」
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
て
、
ま
す

く
文
語
性
を
高
め
て
い
る
。
な
お
、
「
ム
ト
ス
」
の
四
例
は
全
て
地
の
文
に
あ

り
、
「
ム
ズ
」
は
一
例
が
会
話
文
、
一
例
が
地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

右
の
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ズ
」
は
三
河
物
語
の
文
体
が
文
語
体
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
逆
に
、
口
語
体
の
要
素
を
示
す
も
の
が

あ
る
。
即
ち
、
三
河
物
語
に
は
、
自
己
の
希
望
を
あ
ら
わ
す
「
マ
ホ
シ
」
は
な

く
「
タ
シ
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
用
例
は
全
部
で
十
三
例
み
ら
れ
る
。

○
早
(
十
)

○
早
(
く
)

○
其
酒
ヲ
、

タ
ベ
度
卜
。
心
得
而
急
ケ
レ
バ

(
9
1
)
⑩

承
(
り
)
度
(
く
)
候
(
9
5
)
②

-

早
ク
被
下
度
(
9
5
)
②

三
二

○
新
八
殿
ゝ
能
酒
ヲ
早
ク
聞
申
度
候
(
9
6
)
⑨

○
早
(
ク
)
被
下
度
(
シ
)
(
9
6
)
②

-

○
御
物
語
申
度
候
え
供
(
1
0
2
)
②

○
甚
太
郎
殿
者
、
廣
忠
ヲ
引
請
度
ト
被
成
候
ヱ
供
、
(
1
2
0
)
⑩

-

○
後
日
に
ハ
、
岡
崎
え
、
ノ
キ
度
卜
申
タ
リ
供
(
回
②

-

○
ト
テ
モ
ノ
ハ
シ
リ
メ
グ
リ
ヲ
、
御
日
之
前
に
而
中
度
(
1
6
8
)
②

-

○
此
故
に
て
モ
國
へ
も
行
度
八
行
給
へ
。
(
2
4
7
)
②

-

○
行
(
き
)
度
八
行
給
へ
(
2
4
7
)
②

-

○
さ
や
う
成
事
を
い
ま
く
わ
敷
。
き
ゝ
度
も
な
し
(
2
5
8
)
②

I

O
我
等
二
人
之
ど
う
ぐ
を
、
し
り
度
共
し
ら
せ
間
敷
(
3
5
7
)
②

右
の
う
ち
、
会
話
文
中
に
み
ら
れ
る
も
の
が
十
一
例
、
地
の
文
中
に
み
ら
れ

る
も
の
が
わ
ず
か
の
二
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
タ
シ
」
は
主
と
し
て
会
話
文
中

に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
ま
ほ
し
」
は
平
安
時
代
に
成
立
し
た
が
、

鎌
倉
期
に
は
す
で
に
衰
え
て
い
て
、
こ
れ
に
代
っ
て
「
た
し
」
が
あ
ら
わ
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
(
国
語
史
要
説
・
m
頁
)
。
三
河
物
語
に
「
ま
ほ
し
」
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
口
語
体
に
よ
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
但
し
、
用
例
は
全
て
「
度
」
と
漢
字
表
記
で
あ
っ
て
、
終
止
・
連

体
形
が
「
タ
イ
」
と
イ
音
便
に
な
っ
て
い
た
か
不
明
で
、
も
し
「
タ
シ
」
「
タ
キ
」

と
す
る
と
、
当
時
と
し
て
は
文
章
語
と
な
る
。

右
の
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ズ
」
で
文
語
体
的
要
素
を
、
「
タ
シ
」
で
口
語
体
的
要

素
を
見
て
来
た
が
、
次
に
は
、
同
じ
文
語
体
的
要
素
で
は
あ
り
な
が
ら
、
時
代

に
よ
る
変
化
を
受
け
て
、
文
語
体
の
く
ず
れ
か
け
た
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
そ

れ
は
係
結
び
の
現
象
で
、
「
コ
ソ
」
の
結
び
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
河
物
語
で
は
、

「
コ
ソ
」
の
結
び
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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〔
第
一
表
〕
「
コ
ソ
」
の
結
び
の
形

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
コ
ソ
」
の
結
び
は
、
法
則
通
り
已
然
形
で
結
ん
で
い
る
も

の
は
四
〇
%
に
も
み
た
す
、
他
の
六
〇
%
強
は
已
然
形
以
外
の
終
止
形
(
三
七
・

七
%
)
、
連
体
形
二
万
六
%
)
、
消
去
例
(
一
一
・
六
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
コ
ソ
」
の
結
び
を
已
然
形
に
す
る
と
い
う
文
語
的
要
素
は
弱
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

〔
コ
ソ
ー
已
然
形
〕

-

○
御
馬
之
先
に
而
ド
戮
死
に
仕
而
。
シ
デ
。
三
づ
之
御
供
社
。
弓
矢
ヲ
取

而
の
面
目
ニ
テ
候
ヱ
(
3
0
)
②

○
ハ
シ
リ
メ
ク
リ
之
者
供
に
ハ
。
情
ヲ
モ
懸
給
而
。
我
等
が
様
に
も
。
立
様

に
と
被
成
候
て
給
り
而
社
者
。
本
意
ナ
レ
(
4
8
)
②

〔
コ
ソ
ー
終
止
形
〕

-

○
其
儀
ナ
ラ
バ
。
泰
親
御
供
ア
レ
と
被
仰
而
。
御
供
ヲ
社
被
成
け
り
。
(
2
4
)

-コ
ソ

事
社

―

天
道
に
ハ
ナ
サ
レ
タ
リ
。
(
7
1
)
②

○
新
九
郎
社
、
ヘ
リ
道
ヲ
シ
テ
打

-

(
た
)

レ
タ
ル
(
1
8
9
)
②

○
家
康
こ
そ
女
房
を
が
い
し
て
腹
を
切
た
る
と
有
(
る
)
な
ら
バ
、
(
3
3
0
)
②

〔
コ
ソ
ー
消
去
〕

○
ネ
テ
モ
サ
メ
テ
モ
。
是
ヲ
社
思
ひ
暮
申
セ
シ
に
。
力
様
に
人
に
定
ヲ
イ

タ
サ
ル
ヽ
モ
。
天
道
之
ツ
キ
ハ
テ
タ
ル
事
成
。
(
6
7
)
②

(
沙
汰
)

コ
ッ

ー
s

o
義
元
社
打
死
ナ
レ
バ
、
明
日
ハ
信
長
、
其
元
え
押
寄
可
被
成
、
(
1
6
6
)
②

三
河
物
語
が
文
語
体
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
破
格
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
コ
ソ
」
の
已
然
形
結
び
が
四
〇
%
以
下
と
い
う

の
は
、
近
世
初
期
の
文
語
文
の
一
つ
の
実
態
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

以
上
、
三
河
物
語
の
文
体
の
特
徴
を
、

一
、
条
件
句

二
、
指
定
の
助
動
詞

三
、
そ
の
他
の
助
詞
・
助
動
詞
(
ム
ト
ス
ー
ム
ズ
、
タ
シ
、
コ
ソ
の
結
び
)

の
三
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
は
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
文
体

を
語
彙
・
語
法
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
三
河
物
語

の
文
体
は
文
語
体
を
基
調
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

一
部
、
口
語
的
要
素
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

お
わ
り
に
、
右
の
よ
う
に
語
彙
・
語
法
か
ら
文
体
を
み
る
の
で
は
な
く
、
記

載
形
式
か
ら
文
体
を
み
る
こ
と
も
試
み
て
み
た
い
。
即
ち
、
格
助
詞
「
ヲ
」
の

仮
名
違
い
の
観
点
か
ら
で
あ
る
。

ま
?
、
三
河
物
語
の
文
体
を
、
そ
の
記
載
形
式
か
ら
大
き
く
分
け
る
と
、
上

中
巻
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
、
下
巻
は
漢
字
平
仮
名
交
り
文
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
体
上
の
違
い
の
に
立
っ
て
、
格
助
詞
「
ヲ
」
の
仮
名
遣

い
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
格
助
詞
「
ヲ
」
が
平
仮
名
で
「
お
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
、
上

中
巻
と
下
巻
と
に
分
け
て
、
そ
の
出
現
数
を
調
べ
る
と
〔
第
一
表
〕
の
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
、
格
助
詞
「
ヲ
」
を
「
お
」
と
単
独
に
表
記
し
て
い
る
も
の
、

「
お
」
の
下
に
「
さ
へ
」
「
ぞ
」
「
と
」
「
バ
」
「
も
」
な
ど
の
助
詞
が
付
い
た
も

の
と
に
分
け
て
用
例
数
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
〔
第
一
表
〕
に
よ
る
と
、
「
お
」
の
用
法
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
よ
り
も
、

三
三
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〔
第
一
表
〕
「
お
」

の
用
法

「
バ
」
「
も
」
な
ど

の
助
詞
を
伴
っ
て

用
い
ら
れ
る
場
合

の
方
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。

〔
お
〕
○
お
ほ
く

サ
イ
サ
ウ
ー
ヲ
ク

の
星
霜
お
送
り
給

ふ

(
6
)

○
一
人
の
御
子

―お
引
グ
シ
奉
り
。

右
近
之
馬
場
ヱ
行

幸
成
。
(
8
)

〔
お
I
さ
へ
〕

○
こ
ま
き
山
に

I

ハ
さ
く
お

さ
へ
付
さ
せ

給
ハ
ず
し

て
。
か
け
は
な
ち
に
陳
取
ら
せ
給
ふ
。
(
3
0
4
)

フ

ー
ー

・

〇
御
譜
代
衆
お
さ
へ
召
寄
(
せ
)
さ
せ
ら
れ
て
お
か
せ
ら
れ
給
ハ
。
ヽ
。
萬
に

御
き
づ
か
い
ハ
有
ま
じ
け
れ
共
。
(
3
9
0
)

〔
お
1
ぞ
〕

○
西
塔
ヒ
十
ウ
ト
ウ
坊
に
て
。
大
イ
ト
ク
ノ
法
お
ぞ
お
こ
な
ひ
給
ひ
け
る
。

(
9
)

-

○
城
中
に
も
は
や
ひ
や
う
ら
う
米
も
候
ハ
ね
バ
。
は
や
か
う
さ
ん
お
ぞ
申
け

る
。
(
m
)

〔
お
I
と
〕

三
四-

○
今
思
ひ
合
(
ひ
)
候
ら
ヘ
バ
。
是
等
ほ
ど
よ
き
高
名
ハ
有
間
敷
物
お
と
。

平
助
も
若
げ
之
い
た
り
に
て
打
せ
ず
。
(
3
1
6
)

〔
お
I
バ
〕

○
セ
バ
キ
道
お
バ
・

ヲ
ツ
ク
リ
。
(
1
9

ひ
ろ
げ
。
出
た
る
意
思
お
ば
。
ほ
り
捨
。
橋
ヲ
懸
。
道

ヲ
ツ
ク
リ
。
(
1
9
)

○
お
ぎ
う
の
城
お
バ
。
次
男
源
次
郎
殿
に
御
ゆ
づ
り
有
。
(
2
5
)

―

○
二
郎
お
バ
左
衛
門
督
が
さ
ゝ
ゑ
に
よ
っ
て
。
腹
を
き
ら
す
る
迄
。
(
2
7
2
)

〔
お
I
も
〕

-

○
我
等
供
が
。
か
様
二
申
お
も
。
信
忠
者
。
何
供
思
召
者
。
有
間
敷
け
れ
供
。

(
4
0
)

○
何

(

○
一

A
J
f

『』

ろ
で
、
上
中
巻
は
片
仮
名
表
記
を
主
体
と
し
、
初
め
の
部
分
(
「
三
河
物

語
第
一
上
」
の
四
〇
頁
ま
で
)
の
み
に
「
お
」
の
例
が
み
ら
れ
、
他
は
主
と
し
て
「
ヲ
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
お
」
の
単
独
用
法
が
三
五
こ
二
%
見
ら
れ
、
下
巻
の
場

合
に
比
べ
て
高
い
が
、
用
例
自
体
が
少
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
巻
は
用
例
も
多
く
、
単
独
用
法
は
二
二
ハ
%

と
低
率
と
な
り
、
「
お
」
が
他
の
助
詞
を
伴
う
用
法
が
断
然
多
い
。
こ
の
点
か
ら

も
、
三
河
物
語
で
の
「
お
」
の
用
例
は
単
独
用
法
で
み
ら
れ
る
よ
り
も
、
主
と

し
て
、
他
の
助
詞
を
伴
う
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

尤
も
、
こ
れ
は
主
と
し
て
平
仮
名
漢
字
交
り
文
で
の
用
法
で
あ
っ
て
、
片
仮
名

漢
字
交
り
文
で
は
、
い
か
な
る
場
合
も
「
ヲ
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
片
仮
名
交
り
文
で
は
、
「
ヲ
」
の
み
で
「
オ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
一
見
複
雑
そ
う
に
見
え
る
「
お
」
「
を
」
「
ヲ
」
の
仮
名
遣
に
も
、
一
定
の

一
2 1り

心】

-
事
お
も
某
之
い
た
づ
ら
に
被
成
候
ら
へ
て
。
某
が
頸
を
と
ら
せ
給
ひ
て
。

2
7
2
)

騎
共
此
由
聞
寄
も
。
四
方
寄
押
寄
而
。
河
し
り
お
も
打
こ
ろ
す
。

2
9
0
)
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傾
向
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
原
則
的
に
、
片
仮
名
交
り
文
で
は
「
ヲ
」
、

平
仮
名
交
り
文
で
は
「
を
」
を
主
と
し
て
用
い
る
が
、
他
の
助
詞
を
伴
う
場
合

に
は
「
お
」
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

右
の
「
お
」
以
外
の
「
ヲ
」
「
を
」
の
用
例
数
は
、
上
中
巻
と
下
巻
と
に
お
い

て
、
〔
第
二
表
〕
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〔
第
二
表
〕
「
ヲ
」
「
を
」
の
用
例
数

上
中
巻
は
前
述
の
よ
う
に
、
片
仮
名
交

り
文
で
あ
る
か
ら
、
「
ヲ
」
が
九
七
・
〇
%

と
断
然
多
く
、
下
巻
は
平
仮
名
交
り
文
で

あ
る
か
ら
、
逆
に
「
を
」
が
九
九
・
二
%

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
、

下
巻
に
お
い
て
、
「
を
」
と
「
お
」
に
右
に

述
べ
た
よ
う
な
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

―

〔
ヲ
〕
○
此
書
物
ヲ
、
ク
ガ
イ
ヱ
出
ス
者

ナ
ラ
バ
、
御
普
代
衆
、
忠
節
之
筋
目
、
又
ハ
、
ハ
シ
リ
メ
グ
リ
ノ
事
ヲ
モ
。

-

能
(
ク
)
、
セ
ン
サ
ク
シ
テ
、
可
い
書
が
、
是
者
我
子
供
に
、
我
筋
ヲ
シ
ラ

セ
ン
タ
メ
ニ
、
書
置
事
ナ
レ
バ
、
(
4
)

○
弓
矢
ヲ
取
セ
給
ふ
事
。
并
者
無
。
(
2
4
)-

○
本
能
寺
へ
押
寄
而
。
信
長
に
御
腹
ヲ
さ
せ
申
。
(
2
8
8
)

-

〔
を
〕
○
爰
に
相
國
家
康
之
御
ゆ
ら
い
を
申
立
る
に
。
(
5
)

-

○
其
外
に
も
あ
れ
共
。
ま
づ
彼
等
が
事
を
云
た
り
。
(
m
)

○
先
ち
ま
つ
り
に
。
ぎ
ふ
の
城
を
責
取
け
る
。
(
3
3
8
)

上
中
巻
は
片
仮
名
交
り
文
、
下
巻
は
平
仮
名
交
り
文
と
い
う
大
わ
く
の
中
に

あ
っ
て
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
「
お
」
「
を
」
「
ヲ
」
の
書
き
分
け
の
存
す
る

こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

あ
る
作
品
の
文
体
を
き
め
る
要
素
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
本
稿
は
、
語
彙
・

語
法
の
観
点
を
主
と
し
て
調
査
し
、
そ
れ
に
、
表
記
の
面
か
ら
の
調
査
を
加
え

て
、
三
河
物
語
の
文
体
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

ま
だ
調
査
の
途
中
で
あ
っ
て
、
今
後
更
に
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
点
は
多
い
。

(
平
成
五
年
七
月
二
十
日
受
理
)

三
五
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